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地域防災計画に男女共同参画の視点を導入した事例です。
東京都文京区では、地域防災計画に妊産婦・乳児専用の母子避難所の設置を明記し
ています。
取組の概要を説明します。
【ポイント】
 全国に先駆けて、災害時に妊産婦や乳児が避難する専用の母子救護所を設置す

ることを地域防災計画に明記。
 救護所開設場所となる大学、妊産婦のケアをする助産師、ハイリスク妊婦や出産時

にサポートが必要となる大学病院等、多様な区内の関係機関と協定を結び、母子
救護所を確保するための取組を実施しています。

 協定を結んだ後は、関係機関と連携しながら、毎年母子救護所の開設訓練を実施
を通じて、災害時に災害弱者となる妊産婦や乳児を保護する体制を構築しています。

【補足】
主な連携先：
大学：跡見女子大、貞静学園短大、東洋学園大、日本女子大
病院： 順天堂大学病院
助産師会：（社）東京都助産師会、（財）東京都助産師会館
文京区役所内では、災害発生時に備え、母子救護所へ派遣する職員をあらかじめ指
定（勤務時間内５名、勤務時間外７名）
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取組に至った経緯を説明します。
【ポイント】
 東日本大震災の際、現地に派遣された区の職員が妊産婦や乳児へのケアが不十分だった

ことを目の当たりにしたことが契機となりました。
 大学や病院とは、協定締結前に具体的な連携方法等について丁寧に協議を重ね、両者が

納得した上で協定を締結しました。
 結果、協定締結にいたり、救護所開設に十分な場所や、必要な備蓄品等の整備を行うこと

ができました。
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母子救護所開設訓練の様子と、備蓄品内容の一部です。

写真は平成27年９月に行われた訓練で、区の防災課・大学・助産師会・警察署が主な参加者
です。
①救護所受付（入所）シミュレーション
②「避難所運営ゲームHUG」によるイメージトレーニング
が行われました。
①では、大学生が妊婦・受付・誘導の役割を分担し、受付の案内から部屋への案内までを実施
しています。
②では、訪れる妊産婦や乳幼児の症状が記載されたカードを大学の見取り図に記された「ハイ
リスク妊婦室」、「ローリスク妊婦室」、「母子室」、「感染症室」の３つの部屋に振り分けるととも
に、その他母子救護所の運営で起こりうる事態にどう対応していくか活発な議論が行われまし
た。
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取組のポイントを説明します。
【ポイント】
 地域防災計画に妊産婦・乳児のための「妊産婦・乳児救護所」の設置を明記し、災害弱者と

なる妊産婦・乳児を保護することを区として明確に打ち出しています。
 計画に記載するのみでは無く、実際に救護所の運営が成立するように、あらかじめ避難して

くる妊産婦の数などを具体的に想定し、想定に基づき関連機関と連携すべく協定を締結し
ています。

 妊産婦・乳児の保護には、救護所の場所となる大学、ケアに当たる助産師、医療ニーズ等
に対応する医師・病院等、多様な主体が関係しますが、開設訓練や会議等を通じて、区が
リーダーシップを発揮して、これら多様な関係機関と有機的に連携体制を構築しています。
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